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Public relations of Minami-aizu

町の〝ミライ〟は
高校生 × 南会津ワカモノ会議
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２０１９年３月号

今月の表紙
高校生と南会津ワカモノ会議が

町の未来で意見を交換
魅力ある町づくりを考える

02 町の〝ミライ〟を楽しく話そう
高校生×ワカモノ会議

06 衣更月 雪の宴
07 四季の彩フォトコンテスト審査結果
08 役場からのお知らせ（４件）

産前産後期間の国民健康保険料が免
除に/年金受給者が所在不明のとき
は〝届出〟が必要です/ ２０１９年
度「ねんきん出張相談」のご案内/

「火入れ」「森林の伐採」は届出が必
要です/自動車の移転（変更・抹消）
登録は忘れずに！ /ふるさと納税（応
援寄附金）ありがとうございます/
自家消費食品等放射能簡易検査体制
が変わります/鉄道に乗って出かけ
よう/町のがんばる企業紹介シリー
ズ１２「㈲南会測量」

10 ３月の納税こよみ
13 連載コラム「相続登記」第５回
14 まちの話題（８件）

全中クロカン競技で９位入賞/森林へ
の多様な取り組みが高評価/自然公園
の保護などに尽力/雪像で安全運転を
啓発/県建築文化賞で特別部門賞を受
賞/会津・野岩鉄道に乗って日光を散
策/教育旅行の受入態勢を強化/日系
米国人大学生がホームステイ

16 交流広場（２件）
チャレンジデー /認知症カフェ

17 すまいるだより vol １１
18 くらしの情報

お知らせ・募集（３件）
19 百歳賀寿 /スクールバスを更新（伊

南～南郷間）/大宅町長の公務百景
20 健康通信（４件）

２０１９年度人間ドックの受診者を
募集します / 町オリジナル出産記念
品をプレゼント / 乳幼児健診・相談
カレンダー / ３・４月の日曜当番医
/ 高齢者肺炎球菌ワクチンの接種は
済んでいますか

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / お悔やみ申し上げます

/ まちの人口 / 編集後記
24 サッカーやろうよ！（田島サッカー

スポーツ少年団）

若
者
が
将
来
戻
っ
て
く
る

　
　
　
魅
力
的
な
町
を
つ
く
る
た
め

　

全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
空
き
家

対
策
。
町
で
も
、
こ
れ
ら
は
例
外
な

く
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
に
、
い
か
に
町
に
残
っ
て

も
ら
う
か
と
い
う
議
論
が
多
い
中
、

「
若
い
人
た
ち
に
一
度
は
外
の
世
界

を
見
て
も
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
し
て
視
野
を
広
め
、
将
来
的
に

は
故
郷
で
あ
る
南
会
津
町
に
戻
っ
て

来
て
も
ら
え
れ
ば
―
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が
企

画
し
た
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

が
、
２
月
２
日
に
役
場
本
庁
舎
で
開

催
さ
れ
、
地
元
の
田
島
高
校
３
年
生

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

故
ふ

る

さ

と郷
の
魅
力
を
上
げ
て
帰
郷
の
キ
ッ
カ
ケ
に

高
校
生
と
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が

　
　
　
　

町
の
未
来
を
考
え
る

初
の
試
み
、
内
容
を
十
分
に
検
討

　

町
内
の
20
、
30
代
で
構
成
し
、
若

い
視
点
で
新
た
な
事
業
提
案
に
取
り

組
む
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
。

　

今
回
の
企
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

高
校
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う
と

い
う
初
の
試
み
で
あ
り
、
高
校
生
が

ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
や
す
い
雰

囲
気
を
つ
く
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
も

事
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
※
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
を
受
け
な

が
ら
、
内
容
や
進
め
方
を
考
え
て
き

ま
し
た
。

Ｉターンをしたメンバーらが体験談を伝える ㈲エムエム・サービスの三好崇弘さん㊨を招いて研修に励むメンバー

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

組
織
の
会
議
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
活
動

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
中
立
的
な
立

場
か
ら
支
援
す
る
、
ま
た
は
そ
の
た
め

の
手
法
や
技
術
の
こ
と
。

　

そ
の
役
割
を
担
う
人
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（facilitator

）
と
呼
ば
れ
る
。

先
輩
た
ち
の
体
験
談

　

意
見
交
換
会
当
日
。
準
備
も
手
際

よ
く
進
み
、
高
校
生
を
迎
え
る
会
場

は
温
か
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
、
ワ
カ
モ
ノ
会
議
の
メ
ン
バ
ー

を
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
分
け
て
体

験
談
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
に
出
て
か
ら
の
挫
折
や
苦
難

を
乗
り
越
え
た
体
験
、
特
に
「
都
会

で
挑
戦
し
て
失
敗
し
て
も
帰
る
場
所

が
あ
る
」
と
い
う
話
は
、
高
校
生
も

故
郷
の
良
さ
を
再
確
認
し
、
将
来
を

考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
内
容
で
し

た
。
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未 

来　

へ 

の　

提 

案

芸能人の輩出に目を向けた提案　メディアを通じた町のＰＲが描かれている

意見を交し合った高校生とワカモノ会議のメンバーたち

町
の〝
ミ
ラ
イ
〟を
楽
し
く
語
る

　

高
校
生
と
メ
ン
バ
ー
が
３
班
に
分
か
れ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
町
に
あ
る
魅

力
や
足
り
な
い
も
の
を
出
し
合
い
、
活
用

で
き
る
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
一

つ
に
絞
り
、
各
班
の
提
案
が
形
作
ら
れ
ま

し
た
。

　

作
戦
名
を
「
会
津
田
島
祇
園
祭
拡
大
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
と
題
し
た
班
は
、
世
界
№
１

の
祇
園
祭
に
す
る
た
め
に
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
屋
台
運
行
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
ア
イ

ド
ル
結
成
、
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
、
映
画
化

な
ど
、
自
由
な
発
想
の
提
案
を
発
表
。

　

ほ
か
に
は
、「
日
本
一
の
花
火
大
会
を

開
催
す
る
」「
芸
能
人
を
輩
出
し
て
観
光

大
使
に
」な
ど
の
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
の
具
現
化
を
検
討

　

若
い
世
代
の
感
覚
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
で

独
創
性
の
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
出

さ
れ
た
意
見
交
換
会
。
初
の
試
み
は
高
校

生
に
も
刺
激
を
与
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
楽
し
く
学
べ
た
」「
町
を
考
え
る
良
い
キ

ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
「
10
年
後
の
町
へ
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
ワ
カ
モ
ノ
会
議
で
は
、
こ
れ
ら

の
提
案
の
具
現
化
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

出会いを重視した魅力発信策、ユニークな提案で交流人口の
拡大につなげる

祇園祭に絞って提案された町の未来、世界№１の祭りにするためのアイデアを出し合った
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「四季の彩　フォトコンテスト」
入賞作品決定！

蔵元と日本酒を語る夜
「衣更月　雪の宴」

　

２
月
２
日
、
冬
景
色
の
中
で
地
酒

を
楽
し
む
「
衣き
さ
ら
ぎ

更
月　
雪
の
宴
」
が
、

古
今
地
区
の
山
王
茶
屋
で
風
情
豊
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
〝
和
の
文
化
を
粋
に
楽
し
む
〟
を

テ
ー
マ
に
、「
地
酒
で
乾
杯
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
渡
部
佳
弘
会
長
）」
が

主
催
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年

で
２
回
目
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
約
50
人
が
参

加
し
、
町
内
４
つ
の
蔵
の
酒
を
味
わ

い
な
が
ら
、
郷
土
料
理
を
肴
に
蔵
元

た
ち
と
日
本
酒
へ
の
想
い
な
ど
を
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

茶
屋
ま
で
の
道
の
り
に
は
キ
ャ
ン

ド
ル
が
設
置
さ
れ
、
足
元
を
照
ら
す

灯
り
で
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

風
情
豊
か
に
地
酒
を
堪
能

乾杯する参加者たくさんの郷土料理に舌つづみ

幻想的な雰囲気に包まれた茶屋までの道のり 主役を飾った蔵元の日本酒

グランプリ「会津線夕景」小林宗一さん（南会津町）

準グランプリ「里の秋」広野資郎さん（南会津町） 準グランプリ「歌舞伎屋台の華」佐藤幸雄さん（郡山市）

　

本
年
度
か
ら
５
部
門
制
（
グ
ラ
ン
プ
リ
・
南
会
津
の
祭
・

四
季
の
花
・
南
会
津
の
原
風
景
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
と
し
、

４
月
か
ら
１
月
ま
で
を
募
集
期
間
に
設
定
し
た
「
南
会
津
町 

四
季
の
彩 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、　

県
内
外
か
ら

８
４
３
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
作
品
の
数
々
を
前
に
、
厳
正

な
審
査
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
小
林
宗
一
さ
ん
（
南
会

津
町
）
の
作
品
「
会
津
線
夕
景
」
が
輝
き
ま
し
た
。

応
募
総
数
８
４
３
点

グ
ラ
ン
プ
リ
に
小
林
さ
ん（
南
会
津
町
）

【
グ
ラ
ン
プ
リ
部
門
】

▽
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
小
林
宗
一
（
南
会
津
町
）

▽
準
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
広
野
資
郎
（
南
会
津
町
）、

佐
藤
幸
雄
（
郡
山
市
）

▽
町
長
賞
＝
折
笠
一
（
い
わ
き
市
）

▽
観
光
物
産
協
会
長
賞
＝
鈴
木
孝
男（
い
わ
き
市
）

▽
優
秀
賞
＝
堀
越
靖
（
郡
山
市
）

▽
優
秀
作
品
賞
＝
橋
本
寛
二
（
三
春
町
）、
酒
井

松
夫
（
南
会
津
町
）

▽
奨
励
賞
＝
畠
山
敏
郎（
東
京
都
）、不
破
隆
夫（
埼

玉
県
）、
伊
藤
勤
（
千
葉
県
）

▽
審
査
員
特
別
賞
＝
酒
井
新
（
南
会
津
町
）、
小

形
佳
昭
（
茨
城
県
）、
大
島
光
信
（
会
津
若
松
市
）

▽
福
島
民
報
社
賞
＝
柏
舘
健
（
い
わ
き
市
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝
池
田
智
惠
子（
泉
崎
村
）

▽
ヤ
マ
ト
カ
メ
ラ
賞
＝
武
田
幸
吉
（
国
見
町
）

▽
山
内
写
真
館
賞
＝
大
島
市
郎
（
会
津
若
松
市
）

▽
奈
良
屋
賞
＝
木
村
東
仁
（
岩
手
県
）

【
南
会
津
の
祭
部
門
】

▽
金
賞
＝
武
田
幸
吉
（
国
見
町
）

▽
銀
賞
＝
坂
本
典
子
（
埼
玉
県
）、大
島
光
信
（
会

津
若
松
市
）

▽
銅
賞
＝
佐
藤
文
男
（
埼
玉
県
）、松
本
照
朗
（
千

葉
県
）、
熊
本
洋
治
（
福
島
市
）

▽
入
選
＝
矢
部
美
保（
須
賀
川
市
）、金
子
秀
夫（
栃

木
県
）、
佐
藤
眞
吾
（
会
津
若
松
市
）、
阿
蘇
周
重

（
福
島
市
）、
田
上
勤
（
茨
城
県
）、
根
本
晴
夫
（
白

河
市
）、
関
光
雄
（
い
わ
き
市
）、
早
野
由
香
（
埼

玉
県
）、室
井
昭
二
（
南
会
津
町
）、阿
部
立
子
（
埼

玉
県
）

▽
佳
作
＝
乙
黒
幸
智
夫（
山
梨
県
）、平
野
哲
夫（
埼

玉
県
）、
原
正
樹
（
新
潟
県
）、
菅
野
豊
行
（
二
本

松
市
）、
矢
作
武
一
（
古
殿
町
）、
須
田
政
雄
（
茨

城
県
）、矢
部
幸
一
（
須
賀
川
市
）、小
松
寛
司
（
茨

城
県
）、
矢
作
祥
子
（
会
津
若
松
市
）、
石
田
太
郎

（
東
京
都
）

【
四
季
の
花
部
門
】

▽
金
賞
＝
近
藤
広
章
（
白
河
市
）

▽
銀
賞
＝
高
柳
芳
永
（
栃
木
県
）、阿
部
慶
一
（
本

宮
市
）

▽
銅
賞
＝
澤
邊
憲
司
（
茨
城
県
）、猪
俣
幸
一
（
南

会
津
町
）、
川
岸
弘
（
東
京
都
）

▽
入
選
＝
岡
本
恵
美
子（
白
河
市
）、小
林
宗
一（
南

会
津
町
）、
櫻
井
良
郎
（
茨
城
県
）、
堀
越
靖
（
郡

山
市
）、
酒
井
松
夫
（
南
会
津
町
）、
角
田
厚
（
南

会
津
町
）、
若
林
茂
光
（
埼
玉
県
）、
藤
島
多
美
子

（
中
島
村
）、丹
野
順
子
（
矢
吹
町
）、熊
田
行
雄
（
鏡

石
町
）

▽
佳
作
＝
丹
治
美
知
夫
（
福
島
市
）、櫻
岡
進
（
栃

木
県
）、
藤
田
麻
衣
（
東
京
都
）、
村
上
利
行
（
郡

山
市
）、
石
川
辰
江
（
白
河
市
）、
佐
藤
文
男
（
埼

玉
県
）、馬
場
一
久
（
南
会
津
町
）、薄
井
光
雄
（
白

河
市
）、
平
野
哲
夫
（
埼
玉
県
）、
広
野
資
郎
（
南

会
津
町
）

【
南
会
津
の
原
風
景
部
門
】

▽
金
賞
＝
荒
崎
節
夫
（
栃
木
県
）

▽
銀
賞
＝
片
山
ツ
ヤ
子
（
い
わ
き
市
）、
斎
藤
京

子
（
白
河
市
）

▽
銅
賞
＝
鈴
木
孝
男
（
い
わ
き
市
）、
丹
治
美
知

夫
（
福
島
市
）、
酒
井
巧
（
南
会
津
町
）

▽
入
選
＝
田
代
宏
明
（
栃
木
県
）、
森
昭
作
（
須

賀
川
市
）、歌
川
敏
美
（
福
島
市
）、猪
狩
守
司
（
い

わ
き
市
）、長
谷
川
正
一
（
茨
城
県
）、酒
井
新
（
南

会
津
町
）、猪
狩
素
己
（
福
島
市
）、安
斎
正
秀
（
二

本
松
市
）、小
林
宗
一
（
南
会
津
町
）、折
笠
一
（
い

わ
き
市
）

▽
佳
作
＝
酒
井
松
夫（
南
会
津
町
）、小
林
正
行（
栃

木
県
）、
野
中
章
雄
（
栃
木
県
）、
小
野
優
（
茨
城

県
）、
薄
井
光
雄
（
白
河
市
）、
重
盛
陽
二
郎
（
静

岡
県
）、広
野
資
郎
（
南
会
津
町
）、馬
場
一
久
（
南

会
津
町
）、
大
島
市
郎
（
会
津
若
松
市
）、
湯
田
三

郎
（
会
津
若
松
市
）

入 

賞  
者 
一 
覧

※
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
部
門
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ご注意ください！
年金受給者が所在不明のときは

“届出”が必要です
産前産後期間の国民年金保険料が免除に

～ 平成３１年４月から ～
次世代育成の支援を目的として、国民年金第１号被保険者が出産したときは、

出産前後の一定期間の国民年金保険料を免除します。

区　分 内　　　容

免除期間

・出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後期間」という。）
・多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か月間
※施行日以前の月は除きます。
※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産の場合も含まれます。）

対　象　者 　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成３１年２月１日以降の方
施　行　日 　平成３１年４月１日

申請時期
　出産予定日の６か月前から提出可能です。
※出生日が施行日以前の場合は、平成３１年４月以降に申請してください。

申請方法
　お住まいの市（区）役所、または町村役場の国民年金担当窓口へ申請書を提出してください。
※郵送可能

申請書類

　申請書は、平成３１年４月以降に、年金事務所または市（区）役所・町村役場の国民年金の窓口
に備え付けます。
　また、ホームページからも申請書を入手できるよう準備を進めています。（記入例も併せて掲載
予定）

添付書類

【出産日の確認】
◆出産前の申請：母子健康手帳など。
◆出産後の申請：被保険者と子が別世帯の場合は、出産日や親子関係が確認できる書類（出生証明
　　　　　　　　書など。）

【個人番号（マイナンバー）の確認】
①通知カード、個人番号が記載された住民票の写し。
②運転免許証、パスポート、在留カードなど。
※マイナンバーカードの有無や申請手続き（窓口・郵送）によって、掲示（添付）いただく書類が
　異なるのでご注意ください。

Ｑ１：平成３１年３月に出産予定ですが、何月分の保険料から適用されますか？
Ａ１：同年４月１日の施行日以降に申請してください。出産日を基準に産前産後期間が決定され、
　　　３月に出産したときは、施行日以前の月を除いた４・５月分の保険料が免除されます。

Ｑ５：保険料を前納しています。産前産後期間の保険料は還付されますか？
Ａ５：前納した保険料が、産前産後期間に該当する場合は還付されます。

Ｑ４：出産後に申請することはできますか？
Ａ４：申請可能です。この場合の産前産後期間は、出産日の属する月の前月から翌々月までの
　　　４か月間になります。

Ｑ３：産前産後期間は、付加保険料を納付することができますか？
Ａ３：納付することができます。

Ｑ２：産前産後期間は、年金額を計算するときに免除期間として扱われますか？
Ａ２：産前産後期間として認められた期間は、保険料を納付したものとして扱われ、老齢基礎年金
　　　の受給額に反映されます。

―  よくあるご質問（Ｑ＆Ａ）－

●年金を受給している方の所在が１か月以上明らかでないときは、その世帯員が速やかに、お近くの

　年金事務所へ所在不明の届出をする必要があります。

●届出をいただくと、年金事務所が受給権者本人の健在を確認します。なお所在が不明のときは、年

　金の支払いを一時停止します。

●年金の支払いを一時停止した方の所在が明らかになったときは、再開するための手続きが必要です。

　詳しくは、お近くの年金事務所へご連絡ください。

１か月以上所在不明のとき

【問合せ】会津若松年金事務所　電話０２４２（２７）５３２１※音声案内
　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

【問合せ】会津若松年金事務所　電話０２４２（２７）５３２１※音声案内
　　　　　ねんきんダイヤル　　電話０５７０（０５）１１６５
　※お問い合わせの際は、基礎年金番号が分かるものをご用意ください。

２０１９年度
「ねんきん出張相談」のご案内

事前予約制

●開催日程
開催日 場　所 時　間

　４月２５日（木）

役場本庁１階
多目的ホール

午前１０時３０分
～ 午後４時

　５月２３日（木）

　６月２７日（木）

　７月２５日（木）

　８月２２日（木）

　９月２６日（木）

１０月２４日（木）

１１月２８日（木）

１２月２６日（木）

　１月２３日（木）

　２月２７日（木）

　３月２６日（木）

　　　　※毎月第４木曜日に開催します。
　　　　※お一人様３０分程度です。

●相談内容
・老齢・遺族・障害年金請求手続き。
・厚生年金保険、国民年金被保険者期間の確認
※共済年金、恩給は対象外です。
※年金証書、振込通知書、年金手帳など、本人が
　確認できるものを必ずお持ちください。
※本人以外の方が相談される場合は、本人からの
　委任状と、相談される方の本人確認ができる身
　分証明書（運転免許証など。）が必要です。

●予約・問合せ
　会津若松年金事務所　お客様相談室
　　電話０２４２（２７）５３２１
※お電話の際は、基礎年金番号のわかるものをご
　用意ください。
※ご予約は、相談日の1か月前から前日までにご
　連絡ください。
※予定人数になり次第、締め切りますのでご了承
　願います。
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※登録に関する手続きは、運輸支局や南会津
　自家用自動車組合、自動車販売店、整備工場
　などにお尋ねください。

自動車の移転（変更・抹消）登録は忘れずに！

～ 自動車の登録状況を確認してみましょう ～

　自動車税の納付時期（例年５月）になると、毎年皆さまからの問い合わせを多数いただきます。
　自動車税は、４月１日午前０時現在の登録名義人である所有者に課税されますので、自動車の売買や
住所変更（転居など）をしたときは、次のことにご注意ください。

自動車税に関するＱ＆Ａ

手放した自動車の納税通知書が届いた！

自動車税は、４月１日午前０時現在の登録名義人である所有者（割賦販売等で所有
権が留保されている場合は使用者）に課税されますので、移転や抹消の手続きをしな
いと、もとの所有者に課税されます。
　自動車を下取りに出したり、他人に譲ったときは、必ず運輸支局で手続きをしまし
ょう。
※３月末までに手続きしないと、翌年度分の税金が課税されます。

転居して住民票は移したのに、自動車税納税通知書が届かない！

自動車税の納税通知書は、運輸支局に登録されている住所（自動車検査証に記載さ
れている住所）に送付されますので、住民票の異動だけでは新しい住所へ送付されま
せん。
　転居したときは、必ず運輸支局で車検証の住所変更の手続きをしましょう。
※３月末までに手続きすると、新しい住所に送付されます。

車検切れで使用していない自動車にも、自動車税は課税されるの？

車検が切れた自動車でも、登録されている限り自動車税が課税されます。
　壊れて動かなくなったり、使わなくなった自動車は、運輸支局で抹消の手続きをし
ましょう。
　抹消された翌月から、月割で課税されなくなります。すでに年税額を納めている場
合は、抹消した翌月以降の税金は還付されます。
※３月末までに抹消登録すれば、翌年度は課税されません。

福島県南会津地方振興局県税部
電話　０２４１- ６２- ５２１２
　　　０２４１- ６２- ５２１４

「火入れ」「森林の伐採」は届出が必要です
　雪解けは、春の訪れとともに農林業の始まりを迎える合図ですが、害虫駆除に有効な「火入れ」や、山
の手入れのために木々を「伐採」するときは届出が必要です。
　内容や規模により町と県で手続きが分かれるとともに、届出をせずにこれらの行為をすると、森林法に
基づく罰則が課せられることがありますので、十分ご注意ください。

【届出の内容等】

管轄 区　分 内　　　容 申請・届出日 添付書類

町

火　入　れ

①次のいずれかの目的に該当する
　こと
【目的】開墾準備、地ごしらえ、
　　　　害虫駆除、焼畑など
②周囲に延焼の恐れがないこと

５日前まで ①位置図
②土地所有者の承諾書

森 林 伐 採
（間伐含む） 山林の木を伐採

９０日～３０日前まで
　※届出には、届出者と
　　森林所有者の押印が
　　必要です。

　位置図

林 地 開 発
（小規模）

土砂の採掘や林地以外への転用造
成などを目的とした１㌶以下の森
林開発
※伐採を伴う場合は伐採届も必要

①位置図
②開発面積の算出根拠
　となる図面
③事業計画書・図面
④現況写真

県

保安林伐採
皆伐、間伐、択伐（抜き切り）、
害虫駆除、作業道設置、建物への
被害防止などを目的とする伐採

内容別に指定 　同左

林 地 開 発
（大規模）

土砂の採掘や林地以外への転用造
成などを目的とした１㌶を超える
森林開発
※伐採を伴う場合は伐採届も必要

１か月以上前に事前相談 　相談時に確認

※各種申請書・届出書は、問い合わせ先に備えてあります。

【問合せ】

町

農林課　林政係　　　  　　　　　電話 0241-62-6220
舘岩総合支所 振興課 農林建設係　電話 0241-78-3340
伊南総合支所 振興課 農林建設係　電話 0241-76-7716
南郷総合支所 振興課 農林建設係　電話 0241-72-2113

県 南会津農林事務所 森林林業部　　 電話 0241-62-5373

３月の納税こよみ

国民年金　２月分
納期限は４月１日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224
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１月１６日から２月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計８件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます
住　所 氏　名

東 京 都 品 川 区 千代田義法　様
東 京 都 町 田 市 菅家　清夫　様
福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様
福島県いわき市 齋藤　　悠　様
匿 名 希 望 ４件

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済もできます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

【いただいたメッセージ】※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

▼大雪に負けずにがんばってください。除雪事業を応援します。有限会社 南会測量

シリーズ 12

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の主な業務実績

【業務実績】・びわのかげ保育所前の町道拡幅測量設計
　　　　　 ・滝原集会所への町道進入路測量設計
　　　　　 ・地籍調査、鉄塔測量設計、遺跡測量など

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　「前向きな心と謙虚な姿勢」、これが弊社のＰＲＩＤＥです。
　とても基本的なことですが、自分自身の成長と相手の信頼にも
つながり、少しずつ会社が成長していくと信じています。
　また、２０～４０代の若い世代を中心に仕事をしていますが、
年配の方にも熟練した技術と経験があり、長く仕事ができるよう
な仕組みづくりにもチャレンジしています。

【会社概要】
◆代表取締役：渡部　秀樹　◆設立：１９８０年（昭和５５年）９月１７日
◆住所：南会津町関本字六拾苅１３３　◆ＴＥＬ：０２４１（６６）２７７７
◆従業員数：１０人（男７人・女３人）　 ◆URL： http://www.nankai-s.co.jp
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　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　一般的に、測量会社の仕事とは、現場で赤と白の測量ポールを持って機械を覗いているイメージが強いと思います。しかし、実際は
現場で収集した膨大な測量データを社内でまとめ、計画や工事の実施設計を組み立てるまでの「測量」と「設計」がセットになります。
　測量設計は、「何もないところから創造力を生かし、仕事をする」ことが醍醐味です。
　弊社は、公共事業の道路や河川、電力事業の鉄塔や電線地中化の測量設計、遺跡の測量
などの仕事をしています。
　さらに、地域住民と橋の塗装を行うボランティア活動や、ＧＩＳ※を利用した調査、橋の
維持管理調査など、新しい分野にもチャレンジしています。

【ＧＩＳとは】
　「Geographic Information System」の略称で、日
本語では地理情報システムと訳される。地理情報を
コンピューターの地図上で可視化し、土地や施設、
道路などの情報分析、管理などをするシステム。

代表取締役　渡部 秀樹 さん

びわのかげ保育所入口の町道拡幅 滝原林業研修センターへの進入路

公共測量の様子 遺跡測量の様子

自
家
消
費
食
品
等
放
射
能
簡
易
検
査

～
検
査
体
制
が
変
わ
り
ま
す
～

　

町
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
以
降
、
自
家
消
費
食
品
を

安
全
に
消
費
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
放
射
能
簡
易
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
検
査
体
制
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
品
目
】

・
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

・
町
内
で
採
取
さ
れ
た
山
菜
類

・
そ
の
他

【
変
更
年
月
日
】

４
月
１
日
（
月
）

【
連
絡
先
（
検
査
所
）】　

田
島
都
市
環
境
セ
ン
タ
ー

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
９
３
８
５

伊
南
総
合
支
所

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
７

【
問
合
せ
】

環
境
水
道
課　

環
境
衛
生
係

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
４
０

【変更内容】

検査所 区分 変更前（３月末まで） 変更後（４月１日から）
田島都市環境

センター
検　査　日 毎週月～金曜日（週５日） 毎週木・金曜日（週２日）
受付時間 午前８時３０分～午後５時１５分 午前９時３０分～午後４時

伊南総合支所
検　査　日 毎週月～金曜日（週５日） 毎週月・火・水曜日（週３日）
受付時間 午前８時３０分～午後５時１５分 午前９時３０分～午後４時

　　　　　　※土日祝祭日および年末年始の検査は行いません。
　　　　　　※変更後の体制は、気象条件や検査状況により変更する場合があります。
　　　　　　※検査を希望する場合は、事前にご連絡ください。

鉄
道
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う
！

会
津
・
野
岩
鉄
道
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
は
３
月
31
日
ま
で

　

東
京
に
は
、屈
指
の
観
光
名
所
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
」「
浅
草
」「
上

野
」
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

春
休
み
は
、
お
得
な
割
引
を
利
用
し
て
、
鉄
道
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

【
割
引
期
限
】

　

３
月
31
日
（
日
）

【
対
象
者
】

　

会
津
地
域
に
在
住
し
、「
浅
草
往

復
列
車
た
び
き
っ
ぷ
」
を
利
用
す
る

ご
家
族（
小
学
生
の
子
ど
も
を
含
む
。）

【
助
成
金
額
】

　

大
人
１
人
に
つ
き
、
小
学
生
の
子

ど
も
１
人
分
の
運
賃
を
全
額
助
成

【
対
象
人
数
】

　

小
学
生
の
子
ど
も
25
人

【
申
込
方
法
】

　

利
用
日
の
前
日
ま
で
に
、
会
津
鉄

道
の
有
人
駅
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
当
日
購
入
は
対
象
外
）

【
問
合
せ
】

会
津
鉄
道
㈱

電
話
０
２
４
２
（
２
８
）
５
８
８
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引

【
対
象
者
】

　

町
民
４
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
の
運
賃
の
一
部
を
助
成

【
対
象
区
間
】

　

西
若
松
駅
～
浅
草
駅

※
東
武
鉄
道
の
み
の
利
用
は
対
象
外

【
助
成
金
額
】

　

鉄
道
運
賃
（
乗
車
料
金
＋
特
急
料

金
）
の
30
％

【
限
度
額
】

　

１
団
体
あ
た
り
５
万
円

【
注
意
事
項
】

　

対
象
区
間
を
利
用
し
た
確
認
書
類

（
運
賃
明
細
な
ど
。）
が
必
要
で
す
。

【
申
込
方
法
】

　

利
用
日
の
前
日
ま
で
に
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

総
合
政
策
課　

地
域
振
興
係

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

利
用
促
進
事
業
補
助
金
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県代表として存分に活躍した阿久津貫大選手㊧と佐藤仁選手㊨

第５６回全中スキー大会クロカン競技
全国大会で９位入賞

　

２
月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
十
日
町
市
吉

田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
（
新
潟
県
十
日

町
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第
56
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
。

　

福
島
県
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
南
会

津
中
３
年
の
阿
久
津
貫
大
選
手
（
水
根
沢
）
と

佐
藤
仁
選
手
（
浜
野
）
が
男
子
リ
レ
ー
に
出
場

し
、
見
事
９
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

各
県
代
表
の
強
豪
選
手
が
出
場
す
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
レ
ー
ス
の
中
、
阿
久
津
選
手
が
第
２
走

者
で
区
間
10
位
、
佐
藤
選
手
が
第
４
走
者
で
同

じ
く
区
間
10
位
の
タ
イ
ム
で
力
走
し
、
福
島
県

チ
ー
ム
の
入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

南会津地区交通安全協会荒海支部
雪像で安全運転を啓発

ドライバーの無事を願う「無事カエル雪像」

星和憲さん（熨斗戸）が自然環境局長表彰を受賞
自然公園の保護などに尽力

　

環
境
省
で
は
、自
然
公
園
の
指
導
員
と
し
て
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
に
自
然
環
境
局
長
表
彰

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
星
和
憲
さ
ん
（
熨
斗
戸
）
が
同

賞
を
受
賞
さ
れ
、
２
月
７
日
、
受
賞
の
報
告
の

た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

星
さ
ん
は
、
平
成
20
年
４
月
に
尾
瀬
国
立
公

園
（
田
代
山
エ
リ
ア
）
の
自
然
公
園
指
導
員
に

着
任
。
以
降
、
現
在
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、

自
然
環
境
の
情
報
収
集
、
自
然
保
護
の
普
及
啓

発
活
動
、
登
山
道
の
監
視
・
修
繕
、
登
山
マ
ナ

ー
の
指
導
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴

れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

左から、大宅町長、星和憲さん、細川有希環境省自然保護官補佐

活動事例発表で「優秀賞」を受賞＝中荒井区
森林への多様な取り組みが高評価

　

林
業
に
関
す
る
技
術
や
知
識
の
研
さ
ん
に
務

め
て
い
る
、
県
内
の
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
」
が
、
１

月
31
日
、
県
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
郡
山
市
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
会
津
郡
内
か
ら
は
中
荒
井
区
（
渡
部
雅
俊

区
長
）
の
取
り
組
み
が
選
ば
れ
、「
ふ
る
さ
と
の

森
林
（
や
ま
）
の
育
成
は
多
種
多
様
な
事
業
展

開
で
！
」
と
題
し
、
地
区
の
課
題
、
森
林
と
の

結
び
つ
き
や
各
種
事
業
の
展
開
・
成
果
な
ど
が

詳
し
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
見
事
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
。

渡
部
区
長
は
「
今
後
も
、持
続
可
能
な
森
林
（
や

ま
）
の
整
備
に
努
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

受賞の報告に訪れた渡部区長（２月１日）

ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

１
月
27
日
、
国
道
１
２
１
号
関
本
地
内
の
荒

海
駐
在
所
脇
へ
、交
通
安
全
の
無
事
を
願
う「
無

事
カ
エ
ル
雪
像
」
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
南
会
津
地
区
交
通
安
全
協
会
荒
海
支

部
（
湯
田
幸
展
支
部
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
丹
精

を
込
め
て
雪
像
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
冬
期
間
は
道
路
が

凍
結
し
て
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
十

分
に
減
速
し
、
安
全
運
転
に
努
め
、
無
事
家
族

の
待
つ
家
庭
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

びわのかげ運動公園の屋内運動施設
県建築文化賞で特別部門賞を受賞

　

地
域
の
周
辺
環
境
に
調
和
し
、
景
観
上
優
れ

て
い
る
建
築
物
な
ど
を
表
彰
す
る
第
35
回
福
島

県
建
築
文
化
賞
で
、
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
の

屋
内
運
動
施
設
が
特
別
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
施
設
は
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
投

球
練
習
場
と
し
て
整
備
。
地
元
の
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
利
用
し
た
「
縦
ロ
グ
構
法
」
と
い
う
特

徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、　

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
町
内
林
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
７
日
、
㈱
は
り
ゅ
う
ウ
ッ
ド
ス
タ
ジ
オ

の
滑
田
崇
志
さ
ん
（
設
計
者
代
表
）
と
㈱
芳
賀

沼
制
作
の
芳
賀
沼
伸
さ
ん
（
施
工
者
）
が
、
受

賞
の
報
告
の
た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

左から、滑田崇志さん、大宅町長、芳賀沼伸さん

南会津地方振興局がツアーを企画、利用促進へ
会津・野岩鉄道に乗って日光を散策

　

会
津
・
野
岩
鉄
道
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る

た
め
の
企
画
、「
会
津
・
野
岩
鉄
道
で
行
く
！
日

光
の
社
寺
散
策
ツ
ア
ー
」（
主
催
＝
南
会
津
地
方

振
興
局
）
が
、２
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
評
に
つ
き
今
年
度
２
回
目
と
な
る
ツ
ア
ー

に
は
、
南
会
津
郡
内
に
在
住
す
る
方
を
対
象
に

18
人
（
内
、
町
内
13
人
）
が
参
加
。「
初
め
て

の
利
用
で
し
た
が
、
日
光
ま
で
乗
り
換
え
な
し

で
行
け
る
し
、　

乗
り
心
地
も
と
て
も
よ
く
、

ま
た
利
用
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
会
津
・
野
岩
鉄
道
の
利
用
促
進
に

向
け
た
事
業
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
も
、
鉄
道
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 ツアーに参加した皆さん

郡内４町村で連携協定を締結
教育旅行の受入体制を強化

　

観
光
を
基
幹
産
業
と
す
る
南
会
津
郡
。
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降
、

教
育
旅
行
の
入
り
込
み
数
は
事
故
前
の
９
割
ほ

ど
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
地
域
の
自
然
や
歴
史
、

中
山
間
地
域
の
生
活
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
自

然
環
境
学
習
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

２
月
６
日
、
郡
内
４
町
村
が
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
①
教
育
旅
行
の
誘
致
・
促
進
、
②

農
家
民
泊
な
ど
の
広
域
連
携
受
け
入
れ
、
③
相

談
窓
口
の
運
営
・
協
力
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
り
な
が
ら
、
農
家
民
泊
の

受
入
先
の
拡
大
と
、
新
た
な
教
育
旅
行
誘
致
へ

の
広
域
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日系米国人大学生３８人がホームステイ
町の文化や経済などを学ぶ

　

日
本
の
政
治
や
経
済
、
社
会
、
文
化
、
歴
史

な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
、
日
米
両
国
の
人
的
交

流
を
通
し
て
友
情
を
育
み
、
日
本
の
魅
力
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
「
対
日
理
解
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
ＫカＡ
ＫケＥ
ＨハＡ
Ｓ
シＨ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　

２
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
の
５
日
間
、
日
系

米
国
人
の
大
学
生
35
人
が
町
を
訪
れ
、
町
民
と

交
流
し
な
が
ら
地
域
の
文
化
や
経
済
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

来
町
初
日
の
表
敬
式
で
は
、
渡
部
正
義
副
町

長
が
「
町
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
町
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
見
た
後

に
設
け
た
質
疑
応
答
で
は
、
町
の
食
や
文
化
、

暮
ら
し
、
経
済
に
至
る
ま
で
幅
広
い
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

正庁で行われた表敬式

左から、金子隆司南会津地方振興局長、星光祥檜枝岐村長、菅家三雄
只見町長、大宅宗吉南会津町長、星學下郷町長
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交 流 広 場

す
ま
い
る
だ
よ
り

立
ち
直
る
力
を
育
て
る

ｖｏｌ 11

４
月
に
な
る
と
、
就
学
や
就
職

な
ど
で
こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
だ
場
所
か
ら
離
れ
、
新
し
い
環
境

で
学
び
を
深
め
る
方
が
多
く
な
り
ま

す
。
特
に
、
子
ど
も
は
新
学
期
を
迎

え
、
新
し
い
先
生
や
友
だ
ち
と
「
初

め
て
」
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

初
め
て
の
経
験
の
中
で
は
、
戸

惑
い
や
緊
張
、
喜
び
な
ど
を

感
じ
、
そ
し
て
経
験
を
糧
に
よ
り
成

長
し
て
い
く
も
の
で
す
。

今
回
の
す
ま
い
る
だ
よ
り
で

は
、
そ
ん
な
初
め
て
経
験
す

る
こ
と
や
挑
戦
す
る
こ
と
を
楽
し

み
、
た
と
え
失
敗
し
て
も
次
に
生
か

す
た
め
に
必
要
な
「
立
ち
直
る
力
」

を
考
え
て
み
ま
す
。

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

そ
も
そ
も
「
立
ち
直
る
力
」
と

は
何
を
さ
す
の
で
し
ょ
う
。

最
近
で
は
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
も

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
の
言
葉
が
、
ま

さ
に
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、
も
と
は

人
間
の
心
の
回
復
力
の
こ
と

を
さ
し
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
備
わ
っ

て
い
る
人
は
、
嫌
な
こ
と
や
辛
い
こ

と
を
受
け
て
も
、
そ
れ
に
落
ち
込
む

こ
と
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
立
ち
直
る
力
」

を
身
に
付
け
て
い
る
人
と

は
、
次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
す
。

①
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

　

楽
し
め
る
人

②
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
落
ち

　

込
ん
で
も
引
き
ず
ら
な
い
人

③
一
生
懸
命
頑
張
れ
ば
、
良
い
結
果

　

に
結
び
つ
く
と
信
じ
る
人

本
来
、「
立
ち
直
る
力
」
は
自
然

に
備
わ
る
も
の
で
す
が
、
柔

軟
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ

り
、
新
し
い
環
境
に
対
応
で
き
る
子

ど
も
で
さ
え
も
、
「
立
ち
直
る
力
」

が
う
ま
く
働
か
な
い
と
思
わ
れ
る
話

題
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
５
～
６
歳
に
な
っ
て

も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ

と
で
、
「
泣
き
叫
ん
で
な
か
な
か
収

ま
ら
な
い
」
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
「
『
わ
か
ら
な
い
の
で
教
え
て
』

と
質
問
で
き
ず
に
黙
っ
て
い
る
」
な

ど
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
が
悪
化
す
る
と
、
集
団

生
活
に
馴
染
め
ず
、
お
友
だ
ち
と
上

手
に
関
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ

第
６
回 

脳
げ
ん
き
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
勉
強
会

や
悩
み
ご
と
の
相
談
、
情
報
交
換
な

ど
、
美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

３
月
26
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
在
宅
介
護
講
座

・
脳
ト
レ
問
題

【
参
加
料
】

　

１
０
０
円

【
申
込
み
】

　

不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

南
会
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
０
３
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
体
操
し
た
り
、
手
芸
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

持ち物 内容 日時 場所

針
・
ハ
サ
ミ
・
老
眼
鏡

・
刺
し
子
や
簡
単
な
小
物
作
り

・
お
し
ゃ
べ
り
会　
　
　
　
　

３
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

会
津
田
島
祇
園
会
館

４
月
19
日
（
金
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花 

南
会
津

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）８
７
０
０

「
立

ち
直
る
力
」
は
、
最
初
に

身
に
つ
く
力
は
と
て
も
小

ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
「
立
ち
直
る

力
」
の
育
み
に
は
、
家
庭
環

境
も
影
響
し
て
き
ま
す
。
子
ど
も
に

選
択
で
き
る
経
験
を
多
く
積
ま
せ
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の

方
法
で
す
。

日々
の
子
育
て
の
中
で
、
毎
回

子
ど
も
に
選
択
を
委
ね
る
こ

と
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
時
に
は

「
〇
と
△
の
ど
っ
ち
が
よ
い
？
」
な

ど
、
小
さ
い
と
き
か
ら
子
ど
も
に
考

え
さ
せ
、
選
択
す
る
経
験
を
積
ま
せ

る
と
、
自
分
な
り
の
考
え
方
が
備

わ
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
何
よ
り
も
必
要
な
こ

と
は
「
生
活
習
慣
を
整
え
る
」

こ
と
で
す
。
「
立
ち
直
る
力
」
を
発

揮
し
や
す
い
よ
う
に
基
本
の
状
態
を

整
え
て
お
く
こ
と
が
、
結
果
的
に
子

ど
も
の
「
立
ち
直
る
力
」
を
育
て
る

こ
と
に
つ
が
な
り
ま
す
。

寝
起
き
の
時
間
を
一
定
に
保

つ
、
自
分
で
身
支
度
が
で
き

る
よ
う
に
教
え
る
、
食
事
を
楽
し
く

食
べ
る
、
欠
食
を
し
な
い
、
時
に
は

わ
が
ま
ま
を
我
慢
さ
せ
る
、
携
帯
や

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
以
外
の
五
感
を
使
っ

た
遊
び
（
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
散

歩
、手
遊
び
な
ど
）
を
経
験
さ
せ
る
、

頑
張
っ
て
い
る
友
だ
ち
を
励
ま
す
、

物
を
分
け
合
う
な
ど
、
そ
う
い
っ
た

何
気
な
い
日
常
が
、
子
ど
も
の
「
立

ち
直
る
力
」
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

関
わ
り
方
を
し
て
よ
い
か
悩

ん
で
し
ま
っ
た
と

き
、
町
の
保
健
師
や

子
育
て
支
援
専
門
員

が
、
一
緒
に
悩
ん
で

解
決
方
法
を
探
り
ま

す
。
一
人
で
子
育
て

に
悩
ま
ず
に
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

さ
い
も
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
使
い
な
が
ら
回
復
す
る
経
験
を

繰
り
返
し
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
大
人
の
よ
う
に
、
考
え
方

や
困
っ
た
と
き
の
対
応
法
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
子
ど
も
に
は
、
困
っ
て

混
乱
し
て
い
る
と
き
に
こ
そ
、
状
況

を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
な

ん
で
わ
か
ら
な
い
の
！
」

と
注
意
す
る
の
で
は
な

く
、
「
こ
の
と
き
は
こ
う
し
よ
う
」

と
い
う
ヒ
ン
ト
や
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
る
こ
と
で
、
教
わ
り
助

け
ら
れ
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
た

体
験
が
、
子
ど
も
の
「
立
ち
直
る

力
」
を
よ
り
育
む
と
考
え
ら
れ
て
い

２０１９年もチャレンジデーに参加します！
町民の健康づくりや体力づくりの意識を高め、

生涯スポーツの推進につなげるこを目的に実施しているチャレンジデーに、町は今年も参加します。
昨年は、６, １６５人（参加率３８. ４％）もの方に参加いただきました。

今年もたくさんの方の参加をお待ちしています。
※今年も役場や集会所、体育館などでイベントを開催する予定です。（別途、チラシなどでお知らせします。）

◆チャレンジデーとは？◆

　毎年５月の最終水曜日に全国で実施される「住民総参加型ス

ポーツイベント」で、１５分間以上継続して運動やスポーツを

した人の「参加率（％）」を競い合います。

　当日町内にいる方が対象で、どんな運動でもＯＫ！ 運動し

たら、問い合わせ先へ報告するだけで参加が完了します。

　多くの方に運動やスポーツに親しんでいただき、健康で元気

な南会津町を発信します！

　　■開催日：２０１９年５月２９日（水）

　　　　　　　午前０時～午後９時までの間

　　■場　所：町内全域（町内であれば場所を問いません。）

早朝ゴミ拾いウォーキング（桧沢地区）

グラウンドゴルフ大会

【問合せ】
教育委員会 生涯学習課（御蔵入交流館内）

電話０２４１- ６２- ５５１１
教 育 委 員 会 分 室（ 伊 南 総 合 支 所 内 ）

電話０２４１- ７６- ７７１９
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２月 会議・行事名
２ 衣更月 雪の宴
４ 百歳高齢者賀寿贈呈式 / 田島地

域行政連絡員委嘱状交付式
５ 南郷トマト生産組合総会・10

億円達成祝賀会 / 商工会・観光
物産協会舘岩地区合同新年会

６ 南会津地方の教育旅行に関する
協定締結式 / 南会津地方広域市
町村圏組合管理者会 / 県土地連
南会津支部総会 / 南会津地方土
地開発公社理事会 / 会津高原ふ
るさと推進協議会理事会 / 南会
津地方町村会総会 / 南会津地方
環境衛生組合管理者会

７ 南郷地域行政連絡員委嘱状交付
式 / 環境省自然環境局長表彰受
賞報告 / 県建築文化賞特別部門
賞受賞報告 / 県国民健康保険団
体連合会長表彰伝達式

10 東京都文京区雪事業交流交流会
（～ 11 日）

12 県国民健康保険団体連合会理事
会

13 県土地改良事業団体連合会理事
会

14 会津を拓く講演会
15 課長会議
16 会津郵便局長会懇談会
17 読売杯南郷スラローム大会 / ク

ロスカントリースキー伊南杯
18 町農業再生協議会臨時総会
19 南会津地方環境衛生組合議会定

例会 / 南会津地方広域市町村圏
組合議会定例会

20 町議会議員阿久津梅夫氏葬儀告
別式 / 南会津地方町村会・議長
会懇談会

21 県町村会定期総会 / 県国民健康
保険団体連合会総会

22 荒海財産区議会定例会 / ようこ
そ町長室へ（田島地域）

23 田島保育園成果発表会
25 只見川電源流域振興計画策定委

員会・総会 /
26 アルメニア大使館訪問
27 課長会議 / 土地区画整理審議会
28 議員懇談会 / 町職員労働組合

２０１９春闘要求書提出

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 57

－　プロフィール　－

室井　トク さん（西町）

大正８年２月１日 生まれ

【長寿の秘訣】
好き嫌いなく食べること

　　弱音をはかない
【 家 族 】

子３人・孫７人・ひ孫４人

百 歳 賀 寿

おめでとうございます

　伊南地域の大桃地区から、南郷地域の南会津中学校を結ぶス
ク－ルバス。老朽化により車両を更新し、２月７日から新しい
スクールバスを運行しています。
　乗車定員は４６人（運転席と補助席を含む。）で、これまで
同様に、児童生徒の通学や各種学校行事などに利活用されます。
　通学に欠かせないスクールバス。今日も、子どもたちの笑顔
と元気を安全運転で運んでいます。

スクールバスを更新
伊南～南郷間を走行＝２月７日から

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
月
18
日
（
月
）・
20
日
（
水
）・
25
日
（
月
）・

　

27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

２
０
１
９
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

①
人
事
院
関
係

【
主
な
試
験
内
容
】

試 

験 

名

申
込
受
付
期
間

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
限
定

第
１
次
試
験
日

総　

合　

職

（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）
３
月
29
日（
金
）午
前
９
時

～
４
月
８
日（
月
）〔
受
信
有
効
〕

４
月
28
日（
日
）

一　

般　

職

（
大
卒
程
度
）

４
月
５
日（
金
）午
前
９
時

～
17
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕

６
月
16
日（
日
）

一　

般　

職

（
高
卒
者
）

６
月
17
日（
月
）午
前
９
時

～
26
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕

９
月
１
日（
日
）

試 

験 

名

申
込
受
付
期
間

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
限
定

第
１
次
試
験
日

国
税
専
門
官

（
大
卒
程
度
）

３
月
29
日（
金
）午
前
９
時

～
４
月
10
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕

６
月
９
日（
日
）

税
務
職
員

（
高
卒
程
度
）

６
月
17
日（
月
）午
前
９
時

～
26
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕

９
月
１
日（
日
）

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

②
仙
台
国
税
局
関
係

【
試
験
内
容
】

問℡
　

仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

０
２
２
（
２
６
３
）１
１
１
１ 

内
線
３
２
３
６

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容

や
、
そ
の
他
の
専
門
職
な
ど
の
採
用
・
試
験
情

報
は
、
人
事
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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６
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え
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Ｎ
Ｃ
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４
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６
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５
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９
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２
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

●乳幼児健康相談

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

４月16日（火） ６～８か月児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成30年８月～10月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

４月10日（水） １歳６か月児健診
12：15～12：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

平成29年９月生まれ

４月17日（水） ３～４か月児健診 平成30年12月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話

３月17日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

　　24日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

　　31日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128

４月７日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　14日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

　　21日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

　　28日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

３ ・ ４月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

人間ドックの受診者を
募集します

【対象者】

　40歳～ 74歳までの国民健康保険加入者
※１世帯から１人まで。
※他の健康保険（社会保険など）に加入したまま受診し
　た場合は、受診料を返金していただく場合があります。

【選考基準】

①町で助成する人間ドックを初めて受診する方
②現在、治療中の疾患がない方
③過去に町で助成した人間ドックを受診してから、長い
　年月が経過している方
④国民健康保険税の滞納がない方

【申込方法】

　申し込み先に備え付けの用紙に、必要事項を記入して
提出してください。

【申込締切】

　平成３１年３月２６日（火）
【受診者の決定】

　申し込みいただいた方へ、別途、通知によりお知らせ
します。

【受診医療機関・定員等】

受診医療機関 定員 個人負担料金

竹　田　綜　合　病　院 　３０人 １６, ４１６円

会　津　中　央　病　院 　２０人 １６, ８４８円

県立南会津病院
男性 　１０人 １５, ９２０円

女性 　１０人 １７, ６４０円

福島県保健衛生協会
男性 　１０人 １６, ８４８円

女性 　１０人 １９, ００８円

国際医療福祉大学病院
男性 　　５人 １６, ４１６円

女性 　　５人 １９, ８７２円

計 １００人

2019
年度

※応募者多数の場合は、調整させていただくこともあり
　ます。
※料金は前年度の額であるため、変更となる場合もあり
　ます。

町オリジナルの出産記念品
「木製フォトフレーム」をプレゼント

平成３１年１月１日以降に町へ出生届を提出された赤ちゃんの出産記念品として、
赤ちゃんの名前を入れた「木製フォトフレーム」をお贈りしています。

現在、妊娠されている方には、妊娠後期に町の保健師が訪問して、「出産記念品申込書」をお届けいたします。
楽しみにお待ちください。

　訪問した保健師には、出産や育児、子育てなどの
相談や質問などを遠慮なくお聞きください。
　子どもは町の〝宝〟です。

南会津町子育て世代包括支援センタ―「えがお」
E-mail：egao@minamiaizu.org

高齢者肺炎球菌ワクチンの接種は済んでいますか？

　町では、肺炎球菌ワクチン接種費用の助成
対象者へ予診票を送付しています。
　接種期間を過ぎると助成が受けられないの
で、お早めに接種してください。

　※接種は平成３１年３月３１日まで。
　※過去に接種された方は
　　対象外です。

【平成３０年度の対象者】
対象年齢（生年月日）

　６５歳（昭和２８年４月２日～昭和２９年４月１日生まれ）
　７０歳（昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日生まれ）
　７５歳（昭和１８年４月２日～昭和１９年４月１日生まれ）
　８０歳（昭和１３年４月２日～昭和１４年４月１日生まれ）
　８５歳（昭和　８　年４月２日～昭和　９　年４月１日生まれ）
　９０歳（昭和　３　年４月２日～昭和　４　年４月１日生まれ）
　９５歳（大正１２年４月２日～大正１３年４月１日生まれ）
１００歳（大正　７　年４月２日～大正　８　年４月１日生まれ）

【申込み・問合せ】

健康福祉課 健康増進係 　　　　　電話０２４１（６２）６１７０　  舘岩総合支所 町民課 健康福祉係　電話０２４１（７８）３３２５
伊南総合支所 町民課 健康福祉係　電話０２４１（７６）７７１３　  南郷総合支所 町民課 健康福祉係　電話０２４１（７２）２２２５
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆社会問題になっている〝あおり運転〟ですが、その原
　因は、ほんの些細なことです。
◆「自分は正しい」「間違っていない」「相手が悪い」と
　いう一方的な感情よりも、「事故にならなくてよかっ
　た」「自分も気を付けよう」と、落ち着いて周りをしっ
　かり見つめることこそ、安全運転ではないでしょうか。
◆双方の立場になったとき、一度冷静に事態を見直して、
　相手の立場になって考えてみましょう。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３１年３月１日現在

総人口 １５, ６３１ 人 （－３４）
男 ７, ６５６ 人 （－１８）
女 ７, ９７５ 人 （－１６）

世帯数 ６, ７０３ 世帯 （　　１）
※（　）内は前月比　

24 ４月 （Ａｐｒｉｌ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

24 ３月 （Ｍａｒｃｈ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24

31 25 26 27 28 29 30

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

イベントのご案内
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まちの文芸

【一般図書】
発現　　　　　　　　　　　　　阿部　智里　著 

下町やぶさか診療所　　　　　　　池永　陽　著

天命　　　　　　　　　　　　岩井　三四二　著

赤い雪　　　　　　　　　　　甲斐　さやか　著

木曜日の子ども　　　　　　　　　重松　清　著

マーダーズ　　　　　　　　　　　長浦　京　著

歌舞伎町ゲノム　　　　　　　　誉田　哲也　著

殺人鬼がもう一人 　 　　　　　若竹　七海　著

作家のおしごと　　　　　　　　五木　寛之　著

私の後始末　　　　　　　　　　曽野　綾子　著

【児童図書】
ボク、もぐらんぴあ　　　　朝日小学生新聞　著

最新！リサイクルの大研究　  田崎　智宏　監修

お出かけは〈１３日の金曜日〉　赤川　次郎　著

５分後に緊迫のラスト　　　　　エブリスタ　編

占い師のオシゴト　　　　　　　高橋　桐矢　作

天国の犬ものがたり　　　　　堀田　敦子　原作

子犬たちのあした　　　　ミーガン・リクス　作

ソフィー、がっこうへいく　パット・ジトロー・ミラー　文

ハッピー・ハグ　　オーイン・マクラフリン　文

トイレロケット　　　　　はっとり　ひろき　作

新 着 本 の ご 案 内

おすすめ図書の紹介

「歌舞伎絵本 あらしのよるに」（講談社）

きむら ゆういち/原作・文、あべ弘士/絵（２０１８年１０月発行）

≪おはなし会≫

テーマ 「ありがとう」 「ぶーぶー」

開催日 ３月１６日（土） ４月２０日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

　３００万部を超える大ベストセラー「あらしのよるに」が、中村獅童さん（ガブ）と尾上松

也さん（メイ）の出演で、南座（京都）と博多座（福岡）の２か所で、大好評で上演されました。

　原作のオオカミとヤギという「食うものと食われるもの」の関係を超えた友情物語は、歌舞

伎のオリジナルストーリーである仇討ちやお家騒動とからめて、さらにドラマチックなお話に高まり、切ないお話は、原作

ファンや歌舞伎ファンのみならず、多くの観客を魅了しました。

　本作品は、歌舞伎のオリジナルストーリーをきむらゆういちさんが楽しいお話に書き下ろし、あべ弘士さんが躍動感あふ

れる世界を描いた内容となっています。

　巻末には、アニメ映画でもカブの声を担当した、中村獅童さんの「歌舞伎をみにいこう！」コーナーも掲載されており、

歌舞伎への理解がもっと深まります。

　ぜひ図書館で、原作の「あらしのよるに」シリーズと合わせて読んでみてください！
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サッカーやろうよ！
　夕暮れ時、旧檜沢中学校の体育館に集まってきたのは、田島
サッカースポーツ少年団の団員たち。
　冬期間は屋外で練習できないため、週２日程度、体育館で練
習しています。
　団員は田島小学校区の子どもたちを中心に、只見町と昭和村
の小学生も所属。会津地区の大会をメインに活動しています。
　2018－19シーズンは数々の大会で好成績を収め、「福島Ｕ－
12サッカーリーグin会津・２部リーグ」では優勝に輝きました。
　キャプテンの馬場修斗選手（田島小６年）は、「今シーズン
は良い成績を残すことができた。来シーズンは１部リーグで
もっと活躍してほしい」と、後輩へエールを送っていました。
　サッカーが大好き、または興味がある小学生のみなさん。
　同じ目標に向かって一緒に活動しませんか。
　見学からでも大歓迎！ご連絡をお待ちしています。

代表指導者 菅家泰宏

キャプテン 馬場修斗

団 員 数 ２９人（内、女子５人）

2018 － 19
シーズンの
主 な 成 績

第42回全日本U-12サッカー選手権（全少）福島県大会出場
第７回福島県復興記念杯U-12サッカー交流大会県大会　ベスト16
福島U-12サッカーリーグin会津・２部リーグ　優勝
第13回あいづばんげJrフットサル大会・Ｂ１リーグ（12歳以下）　優勝
第13回福島県フットサル選手権大会県大会・小学生の部　ベスト８

練 習 場 所
夏期：びわのかげ多目的競技場（サッカー）
冬期：旧檜沢中学校体育館（フットサル）

練 習 時 間 午後６時３０分～午後８時

問 合 せ
指導者　山内英樹
電話　０８０（６００８）４０８３

田島サッカースポーツ少年団（田島ＳＳＳ）


